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しなやかな強さ
・・・ なでしこジャパン」「

校長 水 野 清 哉

先週来、日本国中に勇気と希望を与えた、女子サッカー日本代表通称「なでしこジ
ャパン 。生徒の皆さんもニュース等でその活躍をご存じのことと思います。わたし」
も早朝３時から、テレビの前で一喜一憂しながら観戦し、熱狂したひとりです。
圧倒的な相手チームとの力の差。アメリカの選手たちは、身長、身体能力の違いを

試合早々から見せつけ、わたしは、どのようにして負けてしまうのかと、半ば諦めつ
つ目を擦っていました。しかし、日本の選手たちの思いは違ったのです。怯むことな
く、自分たちのサッカーを、各々がなすべきことを自覚し試合に挑んだのです。

、 、 。アメリカに先制されても気持ちは衰えず 同点に追いつき 延長戦が始まりました
そして、またもや先制されこれで終わりかと思っていた時、キャプテンの沢選手の奇
跡的な同点ゴールが決まり、試合はPK戦にもつれ込みます。長時間にわたる試合にア
メリカの選手たちの顔に疲労が感じられる中、大和なでしこの選手たちは、なんとも
朗らかな笑顔でした。結果は大差での決着となり、世界中が賞賛する金メダル獲得と
いう快挙が成し遂げられたのでした。
粘り強く戦った彼女たちの勝利は、３月１１日以降の震災で気持ちの沈む日本に、

大きな勇気と希望、そして喜びをもたらしています。ドイツでのＷ杯に臨む前、選手
たちが口にしていた「被災者のためにわたしたちができること」を、彼女たちは誰も
が想像できない最高の形で実現してみせたのです。困難に粘り強く耐え勝利するとい
う、しなやかな強さ、本当に爽やかな金メダルでした。

さて、明日から夏休みに入ります。４月から４ヶ月、一年の1/3を終えた事になり
ます。皆さんの中には、なでしこジャパンのようにこれまで自分の目標を実現するた
めに努力してきた生徒さんもいます。同じように称えたいと思います。反省が必要で
あると感じている生徒の皆さんは、今、きちんと自覚して次につなげましょう。

ひとりひとりの 咲くべき花を 咲かせよう
藤学園キャッチフレーズ)～ うつくしく やさしく しなやかに ～ (

藤は、その細いつるが厳しい冬を風雪に耐え、決して折れず、春には葉を伸ばし初
夏に花を咲かせます。生徒の皆さんも、人生におけるあなたの花を咲かせるために、
今を、大切にしましょう。
最後になりましたが、保護者の皆さまには４月から本校に対してご理解とご協力を

いただきました。特に学園祭・バザー等におきまして本当にお世話になりました。こ
ころより感謝申し上げます。

７月８日（金）に学園祭、７月９日（土）～１０日（日）にバザーを開催しましたが、
。 。どちらも大盛況のうちに終わりました 今年の学園祭は各学年でクラス発表を行いました

１年生は合唱、２、３年生はクラス対抗のステージ発表で、短い準備期間の中で取り組ん
だ成果を発表しました。当日は５０名近くの保護者の方々にもご観覧いただき、感謝申し
上げます。
バザーは、今年は２日間日程とし、９日は校内向けに１０日は一般公開で行いました。

１０日は午前中に雨が降ったため、来客数が少ないのではと心配しましたが、天候も回復
してたくさんのお客様にお越しいただくことができました。
ＰＴＡの店や同窓会などたくさんの皆様のご協力をいただき、５８７，７０８円もの収

益金となりました。東日本大震災被災者義援金のために日本赤十字社に送らせていただき
ます。どうもありがとうございました。

『 学 園 祭 結 果 』

【総合優勝】 ３年４組

【 合 唱 】 第１位 １年４組
【 学 級 旗 】 第１位 １年２組
【チームワーク賞】 第１位 ３年３組・第２位 ２年３組・第３位 ２年２組
【インパクト賞】 第１位 ２年４組・第２位 ３年２組・第３位 ２年１組




